















ポットライトが当たるのは︑母となる日を待つ日本の妊婦たちの経験だが︑これは今まで気づかれずにきた刺激的で独創的︑挑発的なジャンルだ︒おまけにこの本 読み物として楽しい︒切れの良い︑いきいきした文体で︑専門用語もさほど多くない︒言語の複雑さへの感度の良さと︑口語日本語 英訳の適切さも印象的だ︒ホラー︑ファンタ ー︑短編 小説 回想録︑マンガをつうじて著者が誘う旅路は 学部生を刺激し魅了する とだろう︒　
処女作において︑さまざまな社会問題や懸念を扱う五人の作家
をとりあげた著者は 本書でも同じひな型を用いた︒主軸となるのは公言することのできない嫌悪︑つまりすべての母親が︑生まれる前と後の赤ちゃんに喜びや愛情を じるわけではな という












riting Pregnancy in Low
-Fertility Japan
ビル・ミハロパウロス




p . 48 ）︒
　
最終章では︑やはり予想どおり︑日本研究の学部生なら誰の読

































pp. 163, 169 ）︑近代日本の女性性がただ
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